
昭和瀦年4月15日　（火曜日）ト

町市政だよ日十

…癒蓉
≡認蓬｝｝三
冊一　一E翼一　＿『匹一一一』一『

　甲　一雪

蓮墜
藝羅蓮
コ　　　　！＝＝二

＝…蕩疑
｝　　 湿　一

藝墾
円
行

静
発
■

』
毅轟即

日
E

毎
＋
T

世帯　数　　7，554
窃の人口　　43，275
男20，627　　衣22，648

（署慧鑛甥絹）
第19号（1）

一
一

一
億
七
千
九
百
万
円

重
点
的
施
策
の
推
進
図
る

　
　
　
　
議
二
憶
三
千
六
百
五
十
六
万
円

艶
三
の
講
講
講
灘
魏
雛
、

麟
　
聡
難
難
百
の
鋪
恨
覧

藷
辮
露
鐸
燃
慧

　
議
決
さ
れ
た
予
算
関
係
に
つ
い
て

　
　
い
た
し
ま
す
と
ロ

◎
一
般
会
計

　
一
般
会
計
の
予
算
の
組
替
え
修
正

箇
所
ば
議
会
側
の
要
望
に
よ
り
歳
出

面
で
は
四
款
土
木
費
九
十
二
万
七
千

円
追
加
、
五
款
教
育
費
百
六
十
万
円

追
加
で
成
人
教
育
推
進
費
に
十
万
円

公
民
舘
施
設
費
に
百
五
十
万
円
で
あ

り
ま
す
．
六
款
社
会
及
び
労
働
施
設

費
に
六
万
円
、
八
款
産
業
経
済
費
、

農
業
土
木
費
に
二
十
五
万
円
と
そ
れ

ぐ
増
加
し
、
九
款
財
産
費
の
維
持

｝
修
繕
費
二
十
二
万
八
千
円
の
減
、
財

産
取
得
費
公
民
舘
建
物
買
収
費
百
五

十
万
円
の
削
除
が
な
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
ま
す
．
一
般
会
計
の
歳
出
用
途

別
割
合
は
概
ね
別
表
の
と
お
り
と
な

り
ま
す
ロ

◎
特
別
会
計

　
な
お
議
決
さ
れ
ま
し
た
昭
和
三
十

三
年
度
各
特
別
会
計
予
算
は
つ
ぎ
の

と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

一
十
日
町
市
国
民
健

　
　
康
保
険

【
歳
入
】

1
保
険
料

2
一
部
負
担
金

会鳳

3
財
産
収
入
　
　
　
　
　
二
五

4
使
用
料
及
び
手
数
料
　
　
四
三

5
国
庫
友
出
金
　
一
三
、
五
五
二

6
県
麦
出
金
　
　
　
　
　
　
一

7
繰
入
金
　
　
　
　
て
六
五
〇

8
繰
越
金
　
　
　
　
一
、
O
O
O

9
雑
収
入
　
　
　
　
　
　
三

　
　
計
　
　
　
　
四
〇
、
七
四
三

【
歳
出
】

1
役
所
費
　
　
　
三
、
五
八
一

2
保
険
給
付
金
　
三
三
、
七
九
一

3
保
険
施
設
費
　
　
一
、
六
一
二

4
財
産
費
　
　
　
　
　
七
五

5
公
債
費
　
　
　
二
二
〇

6
諸
麦
出
金
　
　
　
一
、
一
八
0

7
予
備
費
　
　
　
　
　
一
一
八
四

　
　
計
　
　
　
　
四
〇
、
七
四
三

亀象料
』亀、嚢
　　　・のOハ円
　　　繋〇九）
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繊魏騨
　　唖隻3●　椿申

人件費

　
歳
入
歳
出
差
引
残
金
な
し
．
昨
年

度
よ
り
五
十
五
万
七
千
円
の
増
と
な

っ
て
い
ま
す
。

二
国
民
健
康
保
険

　
　
直
営
診
療
所
施
設

！

甦讐，、

　
　
　
円

　
額
5
0

　
　
　
Lo

　
　
　
　

総
硝

　
　
　
2
3

　
烏

つ
　
　
　
　
リ

ダ
．
　
　
翫

　
　
費
側

　
　
助

　
　
扶

建設的事業費

24．5％

〆●の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
件
　
　
　
　
　
　
σ
・
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
物
　
　
　
　
器
．

魔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
●
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
●
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
●
O
喝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ゆ
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　

擶
伊
嚢
塾
鵬
砂
噂
． 19．1％

ミ
、
亀
鞠
ミ
ミ
ミ
、
ミ
、
亀
職
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
嘩
隔
、
ミ
ミ
ミ
ミ
、
亀
鞠
、
ミ
ミ
ミ
ミ
、
亀
鞠
ミ
、
ミ
、
ミ
ミ
鞠
噛
ミ
、
ミ
菱
、
ミ
贈
亀
ミ
ミ
、
ミ
ミ
、
亀
亀
ミ
ミ
、
ミ
ミ
、
亀
剛
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
鞠
ー
ミ
、
ミ
ミ
ミ
、
●

．
、
馳
亀
ミ
、
垂
ミ
、
．
、
亀
亀
ミ
ミ
、
ミ
・
ミ
喚
瞳
ミ
ミ
、
、
ミ
ミ
亀
陶
ミ
ミ
、
ミ
ミ
、
鞠
亀
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
晴
鞠
ミ
ミ
ミ
、
ミ
、
ー
電
、
ミ
ミ
ミ
、
ミ
』
『
亀
ミ
・
、
ミ
、
ミ
ー
隔
ミ
、
ミ
、
ミ
ミ
亀
亀
、
、
●
く
ミ
、
ミ
、
葛
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危
険
物
を
販
扱

う
に
は
次
の
よ
う

な
手
続
き
が
必
要

で
す
。

危
険
物
の
製
造

所
、
貯
蔵
所
、
販

扱
所
等
を
設
置
す
る
方
は
良
く
読
ん

で
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
消
防
法
、

市
条
例
に
違
反
の
な
い
よ
う
に
い
た

し
ま
し
よ
う
。

　
こ
こ
で
危
険
物
と
は
次
の
も
の
を

　
い
い
ま
す
．

第
一
類

　
塩
累
酸
塩
類
　
過
塩
素
酸
塩
類

　
過
酸
化
物
A
　
過
酸
化
物
B
　
硝

　
酸
塩
類
　
過
マ
ン
ガ
ン
酸
塩
類

第
一
一
類

　
黄
り
ん
　
硫
化
り
ん
赤
り
ん

　
硫
黄
　
金
属
粉
A
　
金
属
粉
B

第
三
類

ウ
ム
」
　
金
属
「
ナ

　
ト
リ
ウ
ム
」
　
炭
化
カ
ル
シ
ウ
ム

　
リ
ン
化
石
灰
　
生
石
灰

第
四
類

　
工
i
テ
ル
　
ニ
硫
化
炭
素
　
コ
ロ

　
ジ
オ
ン
ア
セ
ト
ン
ア
セ
ト
ア

　
第
三
石
油
類
動
植
物
類

第
五
類

　硝

酸
エ
ス
テ
ル
類
　
セ
ル
ロ
イ
ド

　類ニト

ロ
化
合
物

第
六
種

　
発
煙
硝
酸
　
発
煙
硫
酸
　
ク
ロ
ー

　
ル
ヌ
ル
フ
ォ
ン
酸
無
水
硫
酸

危
険
物
を
取
扱
う
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ん
な
手
続
が
必
要

ル
デ
ヒ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
濃
硝
酸
　
濃
硫
酸
　
無
水
ク
ロ
ム

第
一
石
油
顛
　
さ
く
酸
エ
ス
テ
ル

類
　
ぎ
酸
エ
ス
テ
ル
類
　
メ
チ
ル

エ
チ
ル
ケ
ト
ン
　
ア
ル
コ
ー
ル
類

ビ
リ
ジ
ン
ク
ロ
ー
ル
ベ
ン
ゾ
ー

ル第
二
石
油
類
テ
レ
ビ
ン
油
し

ょ
う
脳
油
松
根
油

　
酸

一
、
製
造
所
貯
蔵
所
又
は
取
扱
所

　
（
以
下
製
造
所
）
の
設
置
の
許
可

　
を
受
け
よ
う
と
す
る
も
の
は
、
申

　請

書
を
正
副
二
通
を
市
長
に
提
出

　し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
、
少
量
取
扱
所
を
設
置
し
よ
う
と

鐘聯

　
す
る
も
の
は
前
項
の
規
定
に
準
じ

　
て
こ
れ
を
市
長
に
届
出
な
け
れ
ば

　
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
廃
止
、
変
更

　
す
る
と
き
も
ま
た
同
様
で
あ
る
．

三
、
許
可
を
受
け
た
製
造
所
等
が
竣

　
工
し
た
と
き
は
市
長
に
申
請
し
そ

　
の
検
査
を
受
け
、
市
長
の
定
め
る

　
検
査
合
格
証
の
交
付
を
受
け
な
け

　
れ
ば
こ
れ
を
使
用
す
る
こ
と
が
出

　
来
な
い
．
但
し
運
搬
そ
う
に
あ
っ

　
て
は
車
台
に
、
帯
そ
う
に
あ
っ
て

　
は
埋
没
す
る
前
に
検
査
を
受
け
な

　
け
れ
は
な
ら
な
い
。

四
、
製
造
所
、
取
扱
所
、
貯
造
所
、

　
置
場
、
給
油
場
等
の
構
造
及
び
設

　
備
の
詳
細
叉
は
申
請
に
つ
い
て
は

　
常
備
消
防
に
お
間
い
合
せ
下
さ

　
い
．

33年度予算一般会計（単位円）
　
　
勘
定

【
歳
入
】

1
診
療
収
入

2
一
部
負
担
金

統計調査費
　　　　　　1．370』（160

　　　　　費2・400。0
尋　　　　ム　　　　’　　　4．40　．580

貝ナ　　　　　　　　　　5．328．850＼
　　　　藻鍵総…職麗

議羅灘灘i
　　　』輝・“bQ5・9’。

鮮出舞難・

響蒜㌦副麟
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繰　　越　　金
及繰　ス金4．550．000

－52．870
饗馨妻…錘懸

態

癖嘩鶴．93Q

読i－4菰19劔縄…：

　　　　　叙　　塾顎5紳・蛉。

出

焦冊　　　　一簿嚇，懸
瀞砺金雄懸
　　　28・755．5σσ

　　　　地方交付税

　　　　　　40」82、7￥。

　　　　税

121・756．9。。

歳

3
便
用
料
及
び
手
数
料

4
国
暉
麦
出
金

5
寄
付
金

6
繰
入
金

7
繰
越
金

8
雑
収
入

　
計

【
歳
出
】

1
診
療
所
施
設
費

2
公
債
費

3
諸
友
出
金

4
予
備
費

　
計

総　額　236，557・050円λ

四
、
六
山
ハ
ニ

一
、
八
一
一
一

　
　
　
一
一
五

　
　
一
一
五
〇

　
　
　
三

　
　
九
〇
〇

　
　
　
四

　
　
　
　
一

七
、
山
ハ
五
七

七
、
一
七
四

　
　
　
〇

　
　
三
七
九

　
　
一
〇
四

七
、
山
ハ
五
七

　
歳
入
歳
出
差
引
残
金
な
し
。

昨
年
度
よ
り
百
十
七
万
七
千
円
増
で

あ
り
ま
す
。

三
十
日
町
市
公
盆
質

　
　
屋

【
歳
入
】

　
1
繰
入
金
　
　
　
　
二
C
O
・
0

　
2
公
営
企
業
及
び
財
産
収
入

　
　
　
　
　
　
二
、
五
八
O
・
六

　
3
使
用
料
及
び
手
数
料
　
O
・
五

　
4
繰
越
金
　
　
　
　
　
一
五
・
O

　
　
計
　
　
　
　
二
、
七
九
六
・
一

【
歳
出
】

　
－
醒
串
務
所
費
　
　
　
　
一
二
山
ハ
一
二
●
一
二

　
2
事
藁
費
　
　
二
、
四
〇
〇
・
0

　
3
諸
出
金
　
　
　
　
　
五
・
0

　
4
予
備
費
　
　
　
　
二
七
・
八

歳

　
　
計
　
　
　
　
二
、
七
九
六
・
一

　
才
入
才
出
差
引
残
金
な
し
．

昨
年
度
よ
り
七
十
九
万
九
千
円
の
減

と
な
っ
『
て
い
ま
す
．

四
十
日
町
市
上
水
道

【
歳
入
】

　1

使
用
料
及
び
手
数
料

　
　
　
　
　
　
　
　
四
、
四
八
九

2
工
事
収
入

3
雑
収
入

4
繰
入
金

5
市
債

　
計

【
歳
出
】

1
上
水
道
事
業
費
八
二
、
四
七
一

　
事
務
費

　
業
務
費

　
　
　
　
　
　
　
一
〇
、
一
一
〇
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一

　
　
　
　
　
　
　
　
三
、
O
C
O

　
　
　
　
　
　
　
山
ハ
九
、
O
O
G

　
　
　
　
　
　
　
八
山
ハ
、
七
〇
〇

給
水
工
事
費

新
設
工
事
費

2
公
債
費

3
予
備
費

　
計

三
、
八
八
六

三
、
五
八
五

一
〇
、
八
O
O

六
四
、
二
〇
〇

四
、
一
一
一
九

　
　
　
一
〇
〇

八
詣
ハ
、
七
〇
G

設
と
畜
場
関
係
者
と
協
議
の
結
果
当

市
に
設
置
す
る
こ
と
が
ま
と
ま
り
本

年
建
設
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で

大
体
財
源
は
起
債
を
得
て
設
置
す
る

こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
．

建
設
は
起
債
の
決
定
を
ま
っ
て
行
な

わ
れ
る
の
で
十
一
月
、
頃
の
見
込
み
で

あ
り
ま
す
。

【
歳
入
】

1
繰
入
金
　
　
　
　
　
五
〇
〇

2
衛
債
　
　
　
　
四
、
O
O
O

　
計
　
　
　
　
　
四
、
五
〇
〇

【
歳
出
】

1
と
畜
場
費
　
　
　
四
、
五
〇
〇

　
（
と
畜
場
建
般
費
四
、
五
〇
〇
）

　
計
　
　
　
　
　
四
、
五
〇
〇

才
入
才
出
差
引
残
金
な
し
。

●
◎
予
算
総
額

　
三
億
七
千
九
百
万
円

鑓
蕪
瓢
誌
塗

　
才
入
才
出
差
引
残
金
な
し
。

昨
年
度
よ
り
二
千
五
百
三
十
万
円
増

五
十
日
町
市
と
畜
場

　
当
該
勘
定
は
本
年
新
設
さ
れ
た
わ

け
で
す
．
こ
れ
は
郡
内
既
設
と
畜
場

水
沢
村
の
土
而
と
川
西
町
千
手
の
簡

易
と
畜
場
の
二
つ
が
あ
り
ま
す
が
、

郡
市
の
消
費
量
の
大
多
数
を
し
め
る

十
日
町
市
に
と
畜
場
の
な
い
こ
と
は

業
者
に
と
う
て
ま
こ
と
に
不
便
で

あ
る
の
で
何
ん
と
か
設
置
し
た
い
と

県
に
変
渉
し
た
と
こ
ろ
・
郡
内
ニ
ケ

所
は
認
め
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
か
ら
既

五
十
円
、
特
別
会
計
が
一
億
四
千

二
百
三
＋
九
万
六
千
三
百
七
十
円

計
三
億
七
千
八
百
九
十
五
万
三
千

四
百
二
十
円
と
な
り
ま
す
。

市
肚
会
輻
耐
協
議
会

　
　
　
　
　
　
本
年
度
の
予
算
決
る

　
市
杜
会
福
祉
協
臓
会
で
は
去
る
三

月
二
十
八
日
理
嶺
、
評
議
員
を
市
会

議
室
に
招
集
三
十
三
年
度
歳
人
歳
出

一
予
算
を
審
議
次
の
と
お
り
議
決
し
ま

一
し
た
・

　
【
昭
和
三
十
三
年
度
十
日
町
市
社
会

福
祉
協
議
会
経
費
歳
入
歳
出
予
算

き一
一
数
金
瓢

　
　
　
　
　
　
一
八
九
、
一
〇
〇
円

一
一
、
市
助
成
金

　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
、
O
O
O
円

三
、
事
業
収
入
　
　
一
、
O
O
O
円

四
、
寄
附
金
　
　
四
〇
、
O
O
O
円

五
、
繰
越
金
三
七
四
、
O
O
O
円

六
、
助
合
い
資
金
返
済
収
入

　
　
　
　
　
　
　
六
〇
、
O
O
O
円

ヱ
ゐ
ゐ
ウ
ヱ
じ
マ
ヱ
じ
け
　
オ
ム
じ
げ
ゐ
じ
ゐ
ム
レ
ヱ

．
…
藤
贋
蝿
嬢
媛
、
｝
．
薙
藁
、
．
咄
、
磁
、
　

◎
日
時
　
五
月
一
日
午
前
十
時
よ
り

午
後
一
時
ま
で
。

◎
会
場
　
十
日
町
小
学
校
下
の
運
動

　
場

◎
該
当
者
昭
和
十
二
年
四
月
二
日

　
よ
り
昭
和
十
三
年
四
月
一
日
ま
で

　
に
生
ま
れ
市
内
に
任
住
す
る
も
の

約
千
名
。

◎
日
程
　
式
典
、
生
活
記
録
入
選
者

　
表
彰
、
記
念
講
演
、
リ
ク
リ
ェ
ー

　
シ
ョ
ン
、
コ
ー
ラ
ス
（
十
日
町
合

唱
団
）

　
健
康
手
帳
贈
呈
、
「
青
年
の
健
康

　
を
守
る
運
動
」
の
一
つ
と
し
て
後

　
日
健
康
診
断
を
行
い
そ
の
結
果
を

七
、
雑
収
入
　
　
一
一
、
O
O
O
円

　
　
計
　
　
　
七
七
五
、
一
〇
〇
円

　
　
歳
出
の
部

一
、
会
議
費
　
　
一
〇
、
O
O
O
円

二
、
亭
務
費
　
一
八
九
、
二
六
〇
円

三
、
事
業
費
五
四
二
、
O
O
O
円

　
　
内
　
訳

①
協
力
団
体
連
絡
費
五
、
O
O
O
円

②
調
査
費
　
　
　
　
二
、
O
O
O
円

③
指
導
育
成
費
三
〇
、
O
O
O
円

④
啓
発
貿
伝
費
三
五
、
O
O
O
円

耀
9
c
．
q
．
G
．
G
．
・
．
・
．
6
．
璽
彫
⊂
．
・
．
G
引
」
6
．
÷
。
：
．
q
．
哩
電

記
入
し
た
「
健
康
手
帳
」
を
贈
呈

す
る
．

◎
生
活
記
録
の
募
集

0
内
容
　
成
入
の
生
活
及
び
感
想
を

　
つ
づ
っ
た
も
の
、
論
交
、
作
亙
、

　
日
記
、
詩
な
ど
．

②
宰
数
　
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
五
枚

以
内
。

9
〆
切
　
四
月
十
五
日
（
当
日
消
印

　
有
効
）
ま
で
に
十
日
町
市
公
民
舘

　
宛
、
住
所
、
職
薬
、
氏
名
、
生
年

月
日
を
明
記
。

④
表
彰
入
選
者
に
市
長
賞
、
市
会

　
議
長
賞
、
教
育
委
員
会
賞
を
授
与

　
す
る
。

⑤
福
祉
事
業
大
会
費

⑥
部
会
費

⑦
法
外
援
護
費

⑧
児
幽
里
福
祉
費

三
〇
、
O
O
O
円

二
〇
、
．
O
O
O
円
一

四
〇
、
O
O
O
円

八
五
、
O
O
O
円

⑨
身
体
障
害
者
福
祉
費

　
　
　
　
　
　
二
〇
、
O
O
O
円

⑩
老
人
福
祉
費
三
〇
、
O
O
O
円

⑪
遺
族
及
留
守
家
族
援
護
費

　
　
　
　
　
　
三
五
、
O
O
O
円

⑫
災
害
老
援
護
費
二
〇
、
O
O
O
円

⑬
保
健
衛
生
推
進
費

　
　
　
　
　
　
一
一
〇
、
O
O
O
円

⑭
表
彰
及
弔
慰
費
一
〇
、
O
O
O
円

⑯
世
帯
更
牛
．
助
合
い
資
金

　
　
　
　
　
　
一
六
〇
、
O
O
O
円

四
、
諸
麦
出
金
　
一
三
、
0
0
0
金

五
、
予
瞳
費
　
　
二
〇
、
八
四
〇
円

　
　
計
　
　
　
七
七
五
、
一
〇
〇
円

す
』

鑑
札
！

ん
て
受
け
よ
う

　
犬
の
登
録
申
請
更
新
と
狂
犬
病
予

防
注
射
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
か

ら
、
飼
育
者
は
必
す
愛
犬
に
実
施
さ

せ
て
下
さ
い
．

登
録
料
及
び
注
射

一
、
登
録
手
数
料
　
　
　
三
〇
〇
円

二
、
予
防
注
射
手
数
料
　
一
一
〇
円

　
　
当
日
以
外
は
一
五
〇
円
（
集
合

注
射
／

　
　
訪
問
を
問
は
す
）
訪
間
の
場
合

　
　
は
別
に
往
診
料
金
を
徴
収
す
る

三
、
注
射
済
票
交
付
の
手
数
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
円

　
　
　
計
　
四
四
〇
円

四
、
手
数
料
金
及
び
印
鑑
を
持
参
下

さ
い
。
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絹罵儲1
川真吉中新下　　十
治田田条水条　　日
診小出出診出　　町 轟
療学張張療張　　市 場
所校所所所所　　役
　　　　　　　　所
　　　　　　　　

所

　　一

川　吉　　中　下十山十
治　　　　　　　　日地日 区
・　　　　　　　町及晴
六　田　　条　条本び本
箇　　　　　　　　町新町

通座通
西　東 域
側　側

村　　　　岡　　　金 担
山　　　　田　　　沢 当
獣　　　　獣　　　獣 獣
医　　　　医　　　医 医

而　　　而 師

蜜　
本
年
は
既
に
各
地
に
火
災
が
発
生

し
て
お
り
、
特
に
悲
惨
極
ま
る
焼
死

者
を
出
す
と
い
う
火
災
が
多
い
の
は

誠
に
気
の
毒
な
こ
と
で
す
。

　
当
市
で
も
先
般
一
日
に
二
箇
所
も

全
焼
火
災
が
発
生
し
ま
し
た
．
消
防

団
と
し
て
は
消
防
精
神
の
昂
揚
に
努

め
一
層
の
防
火
体
制
強
化
を
図
り
ま

す
が
、
何
ん
と
い
，
て
も
各
家
庭
、

職
場
の
注
意
が
大
切
で
す
。

　
そ
の
日
く
が
防
火
デ
ー
で
す
。

一
時
で
も
油
断
の
で
き
な
い
の
が
火

で
す
．
火
の
元
に
特
に
注
意
し
て
下

さ
い
．

　
ま
た
雪
囲
も
出
来
る
だ
け
早
く
取

除
く
な
ど
考
慮
し
て
下
さ
い
。
常
に

心
し
て
火
急
の
場
合
の
急
報
と
か
消

火
と
か
に
適
切
な
措
置
を
決
め
て
、

家
中
だ
れ
で
も
叉
職
揚
の
だ
れ
で
も

が
適
切
な
処
置
の
と
ら
れ
る
よ
う
に

し
て
お
い
て
下
さ
い
。

㎜
北
村
知
事
の
　
…

㎜
県
政
報
告
会
㎜

…
一
、
日
時
四
月
十
八
日
午
后
七
時
㎜

…
一
、
場
所
十
日
町
小
学
校
㎜

①
今
月
は
固
定
資
産
税
第
一
期
分
と

保
険
料
第
一
期
分
（
仮
算
定
）
の
納

税
の
月
で
す
．
納
期
限
は
四
月
末

日
。

②
地
方
税
法
の
改
正

◎
自
転
車
荷
車
税
（
原
動
機
付
自
転

車
を
除
く
）
は
廃
止
、
当
市
で
は
標

識
（
鑑
札
）
交
付
を
停
止
し
て
お
り

ま
す
．

◎
〔
自
転
車
荷
車
税
の
廃
止
に
伴
う

軽
自
動
車
税
の
新
設
〕

　
今
ま
で
自
転
車
税
と
し
て
課
税
さ

れ
て
い
る
原
動
機
付
自
転
車
と
改
正

に
よ
っ
て
県
か
ら
移
さ
れ
る
軽
自
動

車
、
二
輪
の
小
型
自
動
車
（
側
車
付

二
輪
目
動
車
を
含
む
）
に
対
し
て
は

市
税
と
し
て
課
税
し
、
名
称
は
「
軽

自
動
車
税
」
と
し
て
発
足
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
税
率
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
、
原
動
機
付
自
転
車
五
十
C
G
以

下
は
年
額
五
百
円
。
五
十
一
C
C
ー

九
十
C
C
ま
で
は
伍
額
八
百
円

　
　
　
　
九
十
一
C
C
i
コ
一
五

C
C
ま
で
は
年
額
千
円

軽
自
動
車
は
年
額
千
五

百
円
、

二
輪
の
小
型
目
動
革

（
側
車
付
ご
輪
自
動
車

を
含
む
）
年
額
二
千
五

百
円
。

（
賦
課
期
日
は
四
月
一

日
、
納
期
は
四
月
中
に

お
い
て
市
条
例
で
定
め

る
こ
と
に
な
り
、
持
別

の
事
情
が
あ
る
場
合
は

別
に
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に

な
り
て
い
ま
す
。
）

◎
〔
事
藁
用
自
転
庫
荷
車
（
リ
ヤ
カ

ー
を
含
む
）
の
償
却
資
産
繰
入
〕

一
、
事
業
の
用
に
供
す
る
自
転
車
、

荷
車
（
リ
ヤ
ヵ
ー
を
含
む
）
は
償
却

資
産
と
し
て
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
本
年
度
分
の
固
定
資
産

税
に
限
り
課
税
さ
れ
な
い
乙
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

◎
〔
た
ば
こ
消
費
税
の
税
率
引
上

げ
〕て

昭
和
三
十
三
年
四
月
一
日
以
後

小
売
人
が
直
接
消
費
者
に
売
り
渡
さ

れ
る
製
造
た
ば
こ
に
つ
い
て
消
費
税

の
税
率
は
百
分
の
十
一
と
な
り
ま

す
。
（
現
行
百
分
の
九
）

◎
〔
木
材
引
販
税
の
税
率
引
ド
げ
〕

一
、
価
格
を
課
税
標
準
と
し
て
課
す

る
場
合
に
お
け
る
木
材
引
取
税
の
標

準
税
率
は
七
月
一
日
よ
り
百
分
の
二

と
な
り
ま
す
。
（
現
行
百
分
の
四
）

一40一
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青
年
の
純
潔
と
健
康
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
守
り
ま
し
ょ
・
り

　
赤
十
字
新
潟
県
麦
部
は
本
年
度
新
た
に
新
潟
県
及
び
関
係
機
関
協
力
の

も
と
に
県
下
青
年
の
健
康
を
守
る
運
動
を
推
進
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

　
近
く
こ
の
運
動
の
‡
旨
と
ご
参
加
を
得
る
よ
う
各
地
区
に
説
明
会
を
開

催
す
る
予
定
で
お
り
ま
す
が
販
敢
え
す
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
得
た
く
こ
の

運
動
の
趣
冒
を
上
げ
て
お
き
ま
し
た
。
こ
の
運
動
の
趣
旨
は
成
八
の
日

を
迎
え
る
に
当
り
、
青
年
男
女
が
あ
ら
た
め
て
自
己
の
健
康
に
感
謝
し
、

純
潔
の
誇
り
を
高
め
、
ま
す
く
健
康
の
保
持
増
進
に
努
め
、
隣
人
愛
と

人
命
の
尊
さ
と
を
目
覚
し
て
災
害
其
他
の
人
の
危
急
に
際
し
て
進
ん
で
純

血
を
供
与
し
、
人
間
至
高
の
人
道
博
愛
の
心
を
養
お
う
と
、
こ
の
意
義
深

き
こ
と
を
成
人
へ
の
首
途
に
あ
た
り
年
々
成
人
の
日
を
迎
え
る
青
年
男
女

の
積
極
的
な
参
加
を
得
て
、
こ
の
運
勤
を
全
県
下
に
提
唱
し
、
青
年
の
健

康
を
守
る
と
と
も
に
、
災
害
時
に
人
命
救
助
の
供
血
奉
仕
の
態
度
を
つ
く

り
、
も
っ
て
い
よ
く
県
（
市
）
民
の
福
祉
増
進
に
貫
献
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
．

灘繍欄織騰撚騰鰯

㎜

◎
青
年
の
健
康
を
守
る
運
動
実
施

要
綱
（
概
要
）

　
主
唱
　
　
日
本
赤
十
字
社
新
潟
麦

　
　
　
　
部

　
後
援
　
　
新
潟
県
、
県
教
育
委
員

　
　
　
　
会
、
県
医
師
会
、
新
潟

　
　
　
　
日
報
社
、
県
公
民
舘
連

　
　
　
　
絡
協
議
会
、
県
連
会
青

　
　
　
　
　
年
団

　
実
施
団
体
　
　
市
、
日
赤
市
地
区

一
、
運
動
の
目
標

①
体
位
の
測
定
・
健
康
診
断
に
よ
っ

　
て
結
核
そ
の
他
の
病
気
の
阜
期
発

　
見
と
早
期
治
療
に
資
す
る
。

②
成
人
の
年
の
健
康
診
断
を
契
機
と

　
し
て
、
そ
の
後
も
毎
年
検
査
を
受

　
け
、
常
に
自
己
の
健
康
状
態
の
把

　
握
に
つ
と
め
る
こ
と
を
習
慣
づ
け

　
る
よ
う
に
し
、
保
健
思
想
の
普
及

　
に
資
す
る
．

③
青
年
の
博
愛
心
に
訴
え
進
ん
で
血

　
液
型
を
登
録
し
、
供
血
奉
仕
に
参

　
加
を
求
め
、
災
害
そ
の
他
危
急
の

　
場
合
の
人
命
救
助
が
迅
速
に
で
き

　
る
よ
う
に
す
る
．

④
健
康
手
帳
を
交
付
し
て
こ
の
手
帳

　
を
将
来
も
引
続
き
目
己
の
健
康
管

　
理
に
役
豆
つ
よ
う
に
し
、
な
お
結

　
婚
な
ど
の
場
合
に
こ
れ
を
交
換
す

　
る
社
会
的
慣
習
を
つ
く
る
よ
う
に

　
す
る
。

二
、
対
　
象

　
本
年
一
月
十
五
日
ま
で
に
満
二
十

　
才
に
達
す
る
青
年
男
女
と
す
る
。

三
、
検
診
内
容

①
健
康
診
断
　
身
長
、
体
重
、
胸
囲

座
高

②
機
能
検
査
視
力
、
色
盲
、
聴
力

　
肺
活
量
、
鼻
、
喉
、
耳
の
疾
病

③
結
核
検
診
ツ
反
、
血
沈
、
透
視

　
所
見
、
間
接
撮
影
、
聴
打
診
所
見

④
V
D
検
査
　
ワ
ッ
セ
ル
マ
ン
氏
、

　
村
田
氏
、
井
出
氏
反
応
検
査

四
、
検
査
実
痂
機
関

　
検
診
並
び
測
定
は
次
の
機
関
の
協

力
を
得
て
行
う
。

0
所
轄
保
健
所

②
最
寄
関
係
医
療
機
関

五
、
健
康
手
帳
の
交
付

①
検
診
の
結
果
を
市
長
が
健
康
手
帳

　
に
記
入
し
、
成
八
の
日
（
成
人

　
式
）
に
受
診
者
に
交
付
す
る
。

②
健
康
手
帳
は
日
赤
麦
部
で
壁
備
し

　
無
償
で
交
付
す
る
。

六
、
供
血
奉
仕

0
市
長
は
検
診
貨
任
者
の
判
定
し
た

　
血
液
型
及
び
純
潔
で
あ
る
こ
と
の

　
証
明
書
を
本
人
に
交
付
し
、
受
診

　
青
年
男
女
が
自
ら
進
ん
で
災
害
時

　
供
皿
奉
仕
を
登
録
す
る
よ
う
に
す

　
る
。

②
供
血
奉
仕
の
登
録
申
出
を
受
け
た

　
市
長
は
、
供
血
奉
仕
者
台
帳
に
必

　
ら
す
こ
れ
を
登
録
し
、
危
急
に
備

　
え
る
よ
う
処
置
す
る
。

’
④
市
長
は
災
害
時
ま
た
は
危
急
な
患

　
者
が
発
生
し
、
医
師
の
申
出
が
あ

　
。
た
揚
合
は
、
直
ち
に
供
皿
者
に

　
連
絡
し
、
迅
速
円
滑
に
供
血
が
で

　
き
る
よ
う
に
し
て
人
命
の
救
助
に

　
役
立
て
る
処
置
を
講
す
る
。

愛
犬
は
繋
い

　
四
月
一
日
か
ら
飼
犬
販
締
条
例
が

実
施
に
な
り
ま
し
た
。

◎
犬
を
飼
っ
て
い
る
人
は
次
の
こ
と

を
守
ら
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

⑯
犬
は
か
み
つ
く
く
せ
が
あ
っ
て
も

な
く
て
も
つ
な
い
で
お
か
な
け
れ
は

な
り
ま
せ
ん
。

②
犬
の
運
動
す
る
時
は
次
の
こ
と
を

守
ら
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
①
犬
を
適
当
な
畏
さ
の
丈
夫
な
つ

　
な
や
く
さ
り
で
つ
な
い
で
犬
の
力

　
に
ま
け
な
い
力
の
あ
る
人
が
ひ
，

　
ぱ
っ
て
人
通
り
の
少
な
い
所
で
行

　
う
こ
と
．

て
お
こ
・
り

　
人
通
り
の
多
い
町
な
か
と
か
祭
礼

　
等
で
混
雑
す
る
場
所
で
は
運
動
さ

　
せ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
②
阜
朝
夕
方
等
人
通
り
の
少
な
い

　
時
に
神
社
や
お
寺
の
境
内
等
人
に

　
危
険
を
与
え
る
心
配
の
な
い
場
所

　
で
、
飼
主
が
完
全
に
カ
ン
ト
ク
で

　
き
る
よ
う
な
と
き
は
つ
な
を
と
い

　
て
運
動
さ
せ
て
も
よ
い
。

爾
犬
は
捨
て
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
犬

を
勝
手
に
捨
て
る
場
合
は
．
近
く
の

保
健
所
に
犬
を
引
渡
さ
な
く
て
は
な

ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

◎
そ
の
他
人
に
か
み
つ
い
た
．
犬
は
知

亭
が
殺
す
こ
と
を
命
じ
た
り
、
つ
な

ぐ
よ
う
命
じ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
き
め
ら
れ
て
い
て
、
そ
の

状
態
を
調
査
す
る
た
め
に
県
係
員
が

時
女
ま
わ
っ
て
行
き
ま
す
。

◎
以
上
の
こ
と
を
守
っ
て
い
な
い
場

合
、
検
察
庁
に
告
発
さ
れ
、
そ
の
上

一
万
円
以
上
て
罰
金
を
と
ら
れ
る
か

拘
留
或
い
は
科
料
に
な
り
ま
す
。

　
十
日
町
婦
人
会
下
条
麦
部
総
会
は

四
月
六
日
午
前
十
時
よ
り
下
条
小
学

・
校
に
於
て
開
か
れ
、
昨
年
度
決
算
の
r

承
認
と
本
年
度
予
、
算
の
審
議
が
行
わ

れ
予
算
額
一
金
拾
万
六
千
参
拾
壱
円

也
が
満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

婦
人
会
下
条
支
部

　
　
　
　
　
小
学
校
で
総
会
開
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『

山
巾
税
納
入
状
況

昭
和
三
十
二
年
度
の
主
な
る
税
金
の

昭
和
三
十
三
年
三
月
未
日
現
任
に
お

け
る
徴
収
実
績
は
地
区
別
に
見
ま
す

と
次
の
と
お
り
で
す
。

園民健康 自 転 璋
腺険料　荷恵税
　　80％ 　75％
　　96％！　93％
　　86％1　84％

　　90％ 　　　g〔）％

　　98％I　g7％

　　loo％1　99％
88，38％186，36％

恵区名i蔑親村離羅騨

　80％
　86％
　87％
　90％
　97％
　100％

85，75％

ド面冠1万勇

中i条　 90％

1川治、87％
六箇i　go％
吉　田　　93％
　　1下条i　g9％
計　　　83，49％

翼

ム
○
づ
●
き
了

花
険
く

靖
国
の
宮
に
参
拝

　
　
　
　
十
日
町
市
遺
族
会

　
こ
の
席
上
副
議
長
近
藤
雄
四
郎
さ

ん
、
市
社
会
教
育
課
。
長
上
村
政
基
さ

．
ん
か
ら
そ
れ
ぐ
婦
八
の
教
養
を
さ

・
ら
に
高
め
生
活
の
向
上
を
計
れ
と
激

励
が
あ
り
、
本
年
度
も
活
溌
な
事
藁

推
進
の
一
歩
を
踏
み
切
り
ま
し
た
．

　
午
後
は
演
芸
会
が
催
さ
れ
お
母
さ

ん
方
の
ご
自
慢
の
か
く
し
芸
が
飛
び

出
し
な
乙
や
か
に
会
場
を
賑
わ
し
た

　
　
　
〔
写
頁
は
演
芸
会
風
景
〕

　
も
　
う

㊧
鞭

衣
服
の
材
料
は
そ
の
通
気
．
性
・
保
温

性
、
吸
湿
性
な
ど
に
よ
っ
て
そ
の
季

節
に
対
す
る
適
否
が
定
め
ら
れ
る
訳

で
す
が
、
遊
び
盛
り
の
午
供
や
働
く

人
の
た
め
に
は
布
地
の
耐
久
性
は
最

も
大
切
な
串
柄
で
あ
り
ま
す
。

　
布
地
を
摩
擦
す
る
と
糸
が
切
れ
た

り
、
織
り
目
が
ゆ
る
ん
で
つ
い
に
冗

が
あ
き
ま
す
。
布
地
の
強
さ
は
織
り

方
に
よ
っ
て
も
違
っ
て
来
ま
す
が
、

織
糸
の
種
類
に
よ
っ
て
も
異
り
ま

す
。
糸
と
し
て
は
ビ
ニ
ロ
ン
や
ナ
イ

ロ
ン
の
よ
う
な
合
成
繊
維
が
摩
擦
に

対
し
て
最
も
強
い
性
質
を
持
っ
て
い

　
　
　
T
，
一

　
　
　
　
　
　
劉

　
　
　
　
　
　
蔑
｛

鱗
、

　
靴　　　，塵鞭、

　　襲．
　　ロコる　ロ　蹄漁’

櫻

　
昨
年
春
の
靖
国
大
祭
に
市
内
関
係

百
三
十
余
柱
の
合
杞
を
み
ま
し
た
の

で
こ
れ
を
主
体
に
．
雪
消
え
前
の
農
閑

を
利
用
し
て
、
社
会
福
祉
事
務
所
で

は
阿
部
子
之
松
主
串
の
案
内
に
よ
り

四
月
四
日
十
日
町
市
遺
族
会
の
関
係

遺
族
百
三
十
九
名
が
靖
国
神
社
参
拝

を
行
い
ま
し
た
。
遺
族
の
中
で
も
高

令
の
方
は
七
十
四
才
で
、
一
行
は
四

日
神
社
参
拝
、
五
日
は
都
内
を
観
光

バ
ス
に
て
鳳
物
、
六
日
一
人
の
事
故

者
も
な
く
帰
郷
し
ま
し
た
、
。

　
【
写
真
は
靖
国
神
社
前
で
十
日
町

　
地
区
の
参
拝
遺
族
】

ま
す
。
靴
下
（
男
子
用
）
を
は
い
た

時
の
摩
擦
に
対
す
る
強
さ
の
実
験
結

果
を
引
用
す
る
と
次
の
通
り
で
す
。

布
地
は
酸
、
ア
ル
カ
リ
に
対
す
る
耐

惟
も
考
え
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
こ

こ
で
は
摩
擦
に
つ
い
て
だ
け
を
比
較

し
て
鼠
ま
し
た
。

　
　
　
　
破
損
ま
で
　
　
木
綿
を
百

　
　
　
　
の
日
数
　
　
と
み
て

㎜
ナ
イ
ロ
ン
　
　
六
〇
　
　
　
三
〇
〇

羊
毛
二
〇
　
一
〇
〇

木
　
綿
　
二
〇
　
　
一
〇
〇

ス
　
フ
　
　
八
　
　
　
四
〇

趨
難
．

　
春
が
来
た
、
春
は
行
楽
の
シ
ー
ズ

ン
で
す
。
行
楽
に
は
手
製
の
弁
当
も

楽
し
み
で
す
が
、
権
詰
の
利
用
も
重
…

宝
で
す
。
曜
詰
の
簡
単
な
見
分
け
方
…
『
，
，
，
，
、
，
匿
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

は
次
の
通
り
で
す
．
　
　
　
　
　
肥
”
　
　
　
．

罐
が
さ
び
て
い
實
ひ
募
㎜
皿
一
つ
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

　
あ
る
も
の
、
ま
た
権
の
蓋
の
ふ
く
…
…
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

壕
も
の
は
よ
く
あ
り
ま
せ
㎜
ど
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

②
金
棒
で
、
叩
く
と
カ
ン
カ
ン
♪
、
澄
ん
…
…
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

羅
樗
越
螺
舗
躰
甜
㎜
つ
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
も
の
は
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
　
　
…
…
　
　
　
”

①
中
味
に
い
や
な
味
や
臭
い
の
す
る
㎜
…
“
、
　
…

も
の
は
詔
不
適
当
で
す
・
㎜
㎜
カ
…

の
罐
詰
は
長
期
間
保
存
で
き
る
よ
う
…

　
作
っ
た
も
の
で
す
が
、
矢
張
り
新
畑

　
し
い
の
に
越
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
㎜

せ
ん
．
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
罐
の
蓋
に
打
出
し
で
三
段
に
交
字
㎜

　
が
入
っ
て
い
ま
す
が
、
上
段
は
冊

　
罐
詰
の
内
容
、
中
段
は
製
造
所
…

造
月
日
で
す
。
　
　
　
　
　
i

七
年
八
月
一
五
日
の
こ
と
で
す
。
耶

灘

小
学
一
年

　
　
　
　
　
　
　
お
母

朝
、
教
堅
へ
入
っ
た
時
、
経
験
か

の
マ
ー
ク
で
、
下
段
の
数
字
が
製
㎜
ら
く
る
カ
ン
で
ま
す
子
ど
も
の
顔
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
み
ま
す
。
顔
の
つ
や
は
、
め
の
か
が

例
え
ば
N
o
o
頓
と
あ
れ
ば
一
九
五
…
や
き
は
、
そ
し
て
い
す
の
背
中
に
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
を
も
た
せ
か
け
て
だ
ま
り
こ
く
う
て

二
字
目
は
月
を
表
わ
し
、
十
月
は
…
い
る
子
は
、
あ
く
び
を
し
て
い
る
子

X
、
十
一
月
は
Y
、
十
二
月
は
Z
㎜
は
…
…
等
た
．
そ
し
て
そ
の
顔
を
み

で
表
わ
し
ま
す
。

鯉
・
外
線

㎜
ま
わ
し
終
る
と
一
日
の
目
あ
て
が
う

㎜
か
ん
で
き
ま
す
…
…
」
。
こ
れ
は
あ

…
る
学
校
の
一
年
生
担
任
の
先
生
の
こ

…
と
ば
で
す
．
こ
ん
な
こ
と
が
朝
夕
の

冬
期
は
購
空
で
太
陽
の
恵
み
を
受
け
㎜
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
方
の
心
の
中

る
こ
と
が
少
い
で
す
。
と
こ
ろ
が
陽
㎜
に
毎
日
女
女
去
来
し
て
い
ら
っ
し
ゃ

春
の
候
と
も
な
れ
ば
、
家
の
窓
は
開
…
る
こ
と
＼
存
じ
ま
す
。
新
し
い
人
生

か
れ
、
入
汝
は
野
に
山
に
春
を
楽
し
㎜
の
一
つ
の
節
に
来
た
子
ど
も
で
す
か

み
ま
す
．
か
く
し
て
受
け
る
太
陽
の
㎜
ら
、
四
月
と
い
う
年
度
の
は
じ
め
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
迎
え
、
お
子
さ
ん
は
新
し
い
世
界
へ

恵
み
の
一
つ
が
紫
外
光
線
で
す
。
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
は
り
切
っ
た
気
待
で
登
校
さ
れ
て
い

　
煤
煙
や
塵
挨
の
多
い
都
会
の
空
気
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
る
こ
と
＼
思
い
ま
す
．
各
学
校
で
は

を
通
っ
て
来
る
太
通
光
線
の
紫
外
線
…

は
三
十
ー
五
十
％
位
減
っ
て
し
ま
い
㎜
そ
れ
ぐ
工
夫
苦
心
さ
れ
て
、
お
子

　
　
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
さ
ん
の
学
校
生
活
に
な
れ
る
こ
と
に

ま
す
　
郊
外
の
空
気
は
そ
れ
だ
け
恵
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曲
気
を
く
ば
っ
て
居
ら
れ
ま
す
が
、
こ

ま
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
紫
外
線
は
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
m
の
時
期
を
大
切
に
し
て
学
校
で
の
方

脂
肪
の
一
成
分
の
エ
ル
ゴ
ス
テ
ロ
ー
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
針
を
受
け
て
、
お
家
庭
で
も
ち
ょ
っ

ル
に
当
り
ま
す
と
、
こ
れ
を
ビ
タ
ミ
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
と
工
夫
し
て
い
た
y
〈
だ
け
で
も
、

ン
D
の
作
用
を
持
つ
も
の
に
変
え
ま
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
お
子
さ
ん
の
出
発
は
た
し
か
の
も
の

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
一
つ
二
つ
、

　
ビ
タ
、
、
、
ン
D
が
不
足
す
る
と
ク
ル
㎜
お
家
庭
で
も
手
軽
る
に
・
気
軽
る
に

病
や
骨
の
発
育
が
悪
く
な
り
ま
す
．
…
し
か
も
、
た
の
し
く
で
き
そ
う
な

従
．
て
ビ
タ
、
、
、
ン
D
は
成
長
期
の
話
こ
差
あ
げ
て
逢
い
お
も
窪

供
に
は
特
に
必
要
で
す
．
紫
外
線
ま
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
m
す
。

こ
の
D
を
作
る
働
き
を
持
っ
て
い
ま
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿
　
こ
ん
な
表
を
わ
ら
紙
に
で
も
書
い

す
か
ら
、
太
陽
光
線
も
一
種
の
栄
養
㎜
て
・
お
塚
の
方
々
の
あ
つ
ま
り
や
す

で
あ
る
わ
け
で
す
。
　
　
　
　
　
　
m

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
い
場
所
に
は
っ
て
お
き
ま
す
。
そ
し

晴
れ
各
は
謹
の
漿
験
て
㎜
て
撃
さ
ん
が
「
お
や
す
み
」
蓼

さ
ん
く
た
る
春
の
光
の
恵
み
を
十
㎜
る
前
に
「
さ
あ
ー
、
坊
や
今
日
の
お

箆
浮
ま
し
参
．
　
㎜
や
く
そ
く
脊
し
る
し
蓼
接
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
よ
う
ね
」
と
で
．
も
言
っ
て
、
よ
く
行

十日町小学校一年生の授業風景

生
のさ

ん
方
へ

わ
れ
た
と
こ
ろ
に
賦
「
O
」
印
を
、

う
ま
く
行
か
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
は

　
「
X
」
印
を
つ
け
な
が
ら
、
今
日
一

日
の
で
き
ご
と
を
、
そ
の
項
目
に
結

び
つ
け
な
が
ら
、
一
つ
で
も
い
い
か

ら
話
し
あ
っ
て
み
る
こ
と
は
ど
う
で

し
よ
う
。
ダ
ベ
の
御
家
庭
の
た
の
し

い
話
し
あ
い
つ
中
心
に
も
な
り
か
ね

な
い
と
思
う
の
で
す
。
し
か
も
一
週

間
分
位
づ
つ
の
表
に
し
て
お
け
ば
、

　
「
○
」
の
数
も
た
の
し
み
で
す
。
お

子
さ
ん
の
は
り
あ
い
も
で
て
き
ま

し
よ
う
．
お
子
さ
ん
な
り
に
勇
気
も

わ
い
て
く
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
な
れ
て
き
た
ら
、
お
午
さ
ん
一
人

で
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
申
し

分
な
い
と
思
い
ま
す
。
P
T
A
な
ど

の
時
・
う
け
も
ち
の
先
生
に
そ
う
し

た
表
を
お
も
ち
に
な
っ
て
話
し
あ
い

を
さ
れ
る
と
「
う
ち
の
子
は
。
侃
頃
ど

う
で
し
よ
う
？
」
な
ど
と
い
う
ば
く

然
と
し
た
質
問
だ
け
で
な
く
、
資
料

ω
講
難
懇
生
れ
癒
雛
隷
葬

練
日
記
コ
韓
藷
雛

　
　
　
　
を
書
く
こ
と
　
臼
い
∠
と
で
も
言
ぞ
や
る
位
が

　
け
い
（
線
）
の
ひ
い
て
な
い
白
紙
ま
さ
に
金
言
と
い
う
と
こ
ろ
で
し
よ

の
ノ
ー
ト
を
一
冊
か
っ
て
下
さ
っ
て
う
。
そ
し
て
こ
う
し
t
頁
が
つ
ぎ
つ

一
頁
ご
と
に
日
付
け
を
付
け
て
下
さ
づ
と
ま
し
て
行
く
な
ら
ば
期
せ
す
し

ぺ
　
　

レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
お
子
さ
ん
の
成
長
の
暦
史
が
え
が

　
つ
ぎ
に
「
今
日
あ
っ
た
こ
と
で
坊
一
か
れ
、
牛
育
の
暦
が
記
録
さ
れ
て
行

や
が
一
番
か
き
た
い
と
思
う
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
こ
と
に
な
り
ま
し
よ
う
。

絵
に
し
て
ご
ら
ん
」
と
で
も
言
っ
て
　
　
次
に
こ
う
し
て
え
が
か
れ
た
ノ
ー

ク
レ
オ
ン
で
自
由
に
え
が
か
せ
て
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
は
こ
れ
ま
た
P
・
T
・
A
な
ど
の

る
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
の
時
に
う
け
も
ち
の
先
生
に
お
み

　
つ
ぎ
に
、
お
子
さ
ん
の
絵
を
み
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
し
て
い
ろ
く
と
話
し
あ
い
を
な

「
こ
れ
な
あ
ー
に
？
」
な
ど
と
い
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
る
と
、
と
て
も
よ
い
母
親
と
先
生

て
絵
に
つ
い
て
き
い
て
み
た
り
、
お
㎜
の
会
に
な
る
畠
姿
す
・

難
織
叢
誌
か
の
呪
鰯
饗

》
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
、
お
子
さ
ん
た
ち
の
心
の
中
に
も

カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
い
や
が
る
の
を
か
＼
せ
た
り
し
な
㌔
て
い
る
も
の
が
あ
り
く
と
わ
か

い
こ
と
、
「
花
の
色
は
赤
に
き
ま
込
る
な
ど
と
い
う
人
も
あ
り
ま
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
疑
な
警
の
霜
な
の
発

て
い
る
の
に
、
坊
や
の
は
胃
い
じ
や
｝

口
つ
て
い
ら
つ
し
や
い
」

夢
か
え
り
一
と
い
う

　
　
　
　
　
　
こ
と
ば
を
あ
た
え
て
下
さ
い

朝
ラ
ン
ド
セ
ル
を
そ
っ
て
家
を
出

る
時
「
げ
ん
き
廼
い
う
て
く
る
の
よ
」

「
し
ま
し
た
表
一
を
つ
け
る
こ
と

　
　
お

あ
さ
、

「
お
は
よ
う
」
を
い
N
ま
し
た

，
町
，
い
だ
だ
ぎ
ま
，
す
，
」
…
を
、
、
い
、
。
y
，
、
甕
，
、

し
た

：
「
い
，
づ
：
で
．
ぎ
，
蚤
，
ず
q
忍
，
い
：
囲
，
ま
し
，
：

た「
た
だ
い
ま
を
」
い
N
ま
し
た

な
き
ま
せ
ん
で
し
た

け
が
を
し
ま
せ
ん
で
し
た

や
…
K
…
そ
、
…
民
…
：

か
お
を
あ
ら
い
も
だ
蚕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
ー
」
ー
：
i

［
釦
」
釦
一
，
釦
』
如
同
釦
に
脚
」
－
陣
『
蜘

×i σ9一疹又ix

犠
象
鍵
察
惹
妄
，
零

お
や
す
み
を
い
差
し
た
　
｝
×
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2
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と
か
「
い
っ
て
い
ら
っ
し
や
い
」
と

一
言
い
う
て
下
さ
る
こ
と
が
ど
ん
な

に
か
お
子
さ
ん
の
そ
の
一
日
の
生
活

に
は
り
あ
い
が
で
て
く
る
こ
と
で
し

よ
う
．
子
供
は
「
学
校
へ
出
る
そ
の

瞬
間
の
心
の
状
態
が
そ
の
一
日
を
麦

配
す
る
」
、
と
い
う
こ
と
ば
が
ご
ざ

い
ま
す
が
、
こ
の
一
言
の
大
切
さ

を
考
え
な
お
し
た
い
も
の
で
す
。

「
お
か
え
り
」
　
「
よ
か
っ
た
ね
」
と

い
う
帰
名
後
の
一
言
も
こ
れ
と
同
じ

に
、
新
し
い
生
活
の
意
義
や
希
望
を

子
ど
も
な
り
に
感
じ
さ
せ
る
絶
好
な

チ
ャ
ン
ス
な
の
で
あ
り
ま
す
。

　
以
上
記
し
ま
し
た
例
は
お
塚
庭
の

み
な
さ
ん
か
ら
日
に
五
分
位
の
時
間

を
さ
い
て
頂
け
ば
す
べ
て
が
で
き
る

こ
と
な
の
で
す
．
も
っ
と
く
お
子

さ
ん
に
適
し
た
方
法
が
あ
る
か
と
存

じ
ま
す
が
、
そ
れ
は
う
け
も
ち
の
先

生
と
よ
く
は
な
し
あ
っ
て
頂
く
こ
と

に
い
た
し
ま
す
。

門
出
を
大
切
に
。

【
写
頁
春
の
訪
れ
と
共
に
校
庭
の

　
雪
は
消
え
、
楽
し
く
遊
ぶ
小
学
絞

　
児
童
の
元
気
な
姿
】

　
　
　
　
　
　
（
十
日
町
小
学
校
）
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